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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美帆

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

５
月

20
日
、
「
江
戸
川
大
気
汚

染
を
な
く
す
会
」
と
「
江
戸
川
健

康
友
の
会
」
共
催
で
「
大
気
汚

染
・
地
球
温
暖
化
か
ら
い
の
ち
と

環
境
を
守
る
集
い
」
が
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。

全
国
大
気
汚
染
公
害
責
任
裁
定

弁
護
団
事
務
局
長
の
原
希
世
巳
さ

ん
よ
り
「
大
気
汚
染
公
害
を
め
ぐ

る
二
つ
の
た
た
か
い
」
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

公
害
患
者
救
済
制
度
の
必
要
性

Ｓ
Ｐ
Ｍ
（
浮
遊
粒
子
状
物
質
）

の
削
減
対
策
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
規
制

な
ど
の
進
展
で
２
０
１
０
年
代
大

気
汚
染
状
況
は
改
善
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
規
ぜ
ん
息
患
者
認
定
が
打

ち
切
ら
れ
、
医
療
費
の
自
己
負
担

が
増
え
ま
し
た
。
受
診
抑
制
で
大

発
作
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
、

喘
息
患
者
は
一
生
苦
し
み
が
つ
づ

き
ま
す
。

無
公
害
車
の
普
及
促
進

メ
ー
カ
ー
は
「
大
気
汚
染
は
改

善
さ
れ
て
い
る
、
無
公
害
車
の
普

及
に
努
力
し
て
い
る
」
な
ど
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
国
際
的
に
は

日
本
の
Ｅ
Ｖ
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
無
公
害

車
の
普
及
目
標
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
を
含
む
目
標
で
、
大
き
く
世
界

か
ら
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
社
会

的
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

大
気
汚
染
を
な
く
す
会
の
大
越

稔
秋
さ
ん
か
ら
は
江
戸
川
区
の
大

気
汚
染
と
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

区
内
で
も
子
供
の
ぜ
ん
息
患
者

増
え
る

江
戸
川
区
の
微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
濃
度
は
２
０
０
１

年
か
ら
徐
々
に
減
り
、
現
在
は
環

境
基
準
値
（
15μ

ｇ
/
ｍ

3
）
内

で
す
が
、
東
京
都
基
準
値
（
10μ

ｇ
/
ｍ

3
）
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
環
境
基
準
を

超
え
る
と
循
環
器
系
疾
患
、
呼
吸

器
系
疾
患
に
よ
る
入
院
、
受
診
者

が
増
加
し
ま
す
。
花
粉
症
の
増

加
、
肺
が
ん
や
全
疾
病
の
死
亡
率

も
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
増
加
、
免
疫
・
内
分

泌
系
疾
患
、
生
殖
、
発
達
障
害
、

コ
ロ
ナ
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
い
ま
も
小
中
学

生
で
は
、
ぜ
ん
息
が
増
え
て
い
ま

す
。地

球
温
暖
化
と
気
候
変
動
で

は
、
生
態
系
が
大
き
く
変
化
し
、

食
料
生
産
や
、
漁
獲
量
に
も
影
響

が
で
ま
す
。
感
染
症
や
熱
中
症
な

ど
健
康
に
も
影
響
が
で
て
い
ま

す
。
ま
た
居
住
地
、
イ
ン
フ
ラ
へ

の
不
安
も
あ
り
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
環
境
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
を
削
減
し
、
石
炭
、

石
油
な
ど
か
ら
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
求
め
て
く
こ
と
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
友
の
会
は
「
大
気
汚
染
を

な
く
す
会
」
と
共
に
区
内
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
常
時
測
定
の
実
施
や
Ｅ
Ｖ

車
の
普
及
、
沿
道
緑
化
・
自
転
車

走
行
環
境
の
整
備
を
求
め
、
区
に

要
請
行
動
を
し
て
い
ま
す
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
の
学
習

で
し
た
が
、
次
回
は
も
っ
と
テ
ー

マ
を
絞
っ
た
学
習
会
の
開
催
が
の

ぞ
ま
れ
ま
す
。

（
森
岡
）

大
気
汚
染
を
な
く
し

地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年6月10日 第129号

学習会はタワーホール船堀の集会室で
行われ、「友の会」の黒木事務局長が
司会を務め、猪瀬会長も参加しました。

世界では… ２０２２年ＥＶ販売台数
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▼
俳
句

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

春
嵐
去
り
て
若
葉
衣
や
吉
桜

五
月
晴
れ
小
犬
と
散
歩
ノ
ー
マ
ス
ク

土
手

蓬

摘
ん
で
草
餅
春
の
味

よ
も
ぎ

北
葛
西

石
甲
斐

初
男

閑
古
鳥
鳴
い
て
山
小
屋
灯
を
消
し
ぬ

平
滑
て
ふ
佳
き
名
佳
き
滝
奥
只
見

滝
裏
を
切
っ
て
真
黒
の
岩
つ
ば
め

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

五
千
円
も
う
お
別
れ
ね
一
葉
さ
ん

Ａ
Ｉ
で
作
っ
た
顔
が
私
で
す

新
入
生
ス
マ
ホ
出
し
合
い
よ
ろ
し
く
ね

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
周
回
遅
れ
の
議
長
国

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

十
八
番
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
唾
に
耐
え

愛
嬌
を
振
り
ま
く
妻
が
福
の
神

迷
子
札
首
に
掛
け
ら
れ
出
る
散
歩

リ
ハ
ビ
リ
の
杖
に
牽
か
れ
て
花
巡
り

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
の
着
脱
気
に
な
り
て
花
粉
と
黄
砂
に
霞
む
空
み
る

初
ツ
バ
メ
の
巣
を
見
上
げ
れ
ば
束
の
間
の
会
話
は
ず
み
ぬ
行
き
交
う
人
の

ア
ル
ミ
缶
と
倒
れ
し
老
い
に
「
暮
ら
し
向
き
」
自
転
車
起
こ
し
つ
小
声
で
聞
き
ぬ

私
の
ふ
る
さ
と
は
長
野
県

上
田
市
岩
清
水
で
す
。

上
田
市
は
長
野
県
東
部
に
あ

り
、
上
田
市
の
中
央
か
ら
北
西

に
千
曲
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
太
陽
の
恵
み
で

果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
千
曲
川

の
左
岸
に
は
水
田
地
帯
が
広
が

る
な
ど
食
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま

す
。岩

清
水
は
上
田
市
の
東
山

麓
、
標
高
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に

位
置
す
る
家
数
60
程
の
小
さ
な

集
落
で
す
。
上
田
の
天
然
テ
ラ

ス
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
稲

倉
の
棚
田
は
全
国
の
棚
田
１
０

０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
の
家
か
ら
は
遠
く
に
北
ア

ル
プ
ス
、
眼
下
に
は
上
田
の
市

街
地
が
一
望
で
き
る
、
正
に
大

パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。私

は
高
校
を
卒
業
し
東
京
に

出
て

50
年
で
す
。
ふ
る
さ
と
は

過
疎
化
が
進
み
、
一
人
住
ま
い

の
お
年
寄
り
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
一
方
、
僅
か
で
す
が
他

県
か
ら
の
移
住
者
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
20
数
年
前
に
い
つ
か

ふ
る
さ
と
に
帰
ろ
う
と
家
を
新

築
し
ま
し
た
が
、
父
母
が
亡
く

な
り
、
子
供
が
独
立
し
、
孫
が

生
ま
れ
、
い
つ
し
か
そ
の
思
い

も
年
々
遠
の
い
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
に
「
信
州
上

田
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
眺
望
の

郷

岩
清
水
」
が
開
園
さ
れ
ま

し
た
。

上
田
市
役
所
の
Ｈ
Ｐ
に
「
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
、
滞
在

が
で
き
る
簡
易
宿
泊
棟
を
備

え
、
一
定
の
継
続
性
を
持
っ
た

農
作
業
を
通
じ
て
農
村
地
域
の

自
然
や
文
化
及
び
人
々
と
の
交

流
を
楽
し
め
る
。
都
市
住
民
と

農
村
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
、

荒
廃
の
危
機
に
あ
る
農
村
資
源

の
保
存
や
都
市
住
民
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
と
い
っ
た

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
農
村

地
帯
に
暮
ら
す
人
々
の
農
地
保

全
や
地
域
活
性
化
へ
の
思
い
と

共
に
ぜ
ひ
、
都
会
の
喧
騒
か
ら

離
れ
、
の
ん
び
り
と
家
庭
菜
園

を
楽
し
み
な
が
ら
心
豊
か
に
田

舎
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
く
だ

い
。」
と
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
一
方
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
景
色

が
少
し
ず
つ
変
わ
ろ
う
と
す
る

こ
と
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ

ま
す
。

長野県

西葛西 渡邉忠一

捨てがたい着物を
リメイクで甦らせよう

●毎週(金)10 時～ 15時

●葛西みなみ診療所５ F

●裁縫道具および飲み物・

昼食は各自持参。

着物リメイクの会

健康と笑顔が生まれる

〝サロンさわやか喫茶〟
利用者さんをふやしましょう

江
戸
川
健
康
友
の
会
が
支
援
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
会
の
通

所
型
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
「
サ
ロ
ン
さ
わ

や
か
喫
茶
」
は
毎
週
木
曜
日
に
ひ
ら

か
れ
て
い
ま
す
。
５
月
18
日
は
14
名

の
利
用
者
さ
ん
が
参
加
。
い
つ
も
の

よ
う
に
血
圧
測
定
、
体
温
、
脈
拍
な

ど
の
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と
、

通
常
の
お
弁
当
に
変
わ
り
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
、
ス
ー
プ
、
ぶ
ど
う
の
昼
食

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
昼
食
後
は
ス
ト

レ
ッ
チ
で
軽
く
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、

新
聞
紙
を
棒
状
に
作
っ
た
バ
ト
ン
回

し
や
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
友
の

会
特
製
の
歌
集
を
手
に
し
な
が
ら
、

青
い
山
脈
、
高
校
三
年
生
、
北
国
の

春
な
ど
を
唄
い
青
春
時
代
の
思
い
出

に
浸
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
江
戸
川
区
か
ら
委

託
を
受
け
た
こ
の
事
業
は
、
介
護
保

険
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受
け

て
要
支
援
、
事
業
対
象
者
と
し
て
認

定
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
「
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
で
、

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
自
分
ら
し

く
安
心
し
て
地
域
で
く
ら
し
て
い
け

る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
の

対
象
と
思
わ
れ
る
熟
年
者
の
方
が
お

り
ま
し
た
ら
、
友
の
会
事
務
局
ま
で

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

（
黒
木
）

▼
新
緑
が
美
し
い
季
節
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ

「
５
類
」
に
移
行
し
て
ひ
と
月
。

マ
ス
ク
な
し
の
人
が
増
え
始
め
、
観
光

客
も
増
え
て
い
る
。
若
干
の
不
安
は
残

る
が
、
こ
の
ま
ま
収
束
に
向
か
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
る
▼
こ
の
「
た
よ
り
」

も
活
動
減
の
中
、
４
ペ
ー
ジ
だ
て
が
続

い
て
き
た
。
総
会
を
機
に

8
ペ
ー
ジ

で
の
発
行
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
▼

「
た
よ
り
」
を
支
え
る
の
は
会
員
の
皆

様
の
投
稿
。
身
近
な
問
題
か
ら
今
の
世

情
に
関
す
る
こ
と
、
皆
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
情
報
等
、
何
で
も
結
構
で
す
。

文
芸
作
品
の
発
表
の
場
に
も
▼
と
じ
こ

も
り
が
ち
な
生
活
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
参
加
し
、
声
を
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
▼
か
く
い
う
私

は
、
健
康
で
長
生
き
し
て
、
愚
か
な
軍

拡
競
争
を
や
め
さ
せ
る
一
翼
を
担
い
た

い
。

（
太
田
）

上
田
の
天
然
テ
ラ
ス

＜みんなの居場所＞
（手芸・小物づくり他）

●毎週 火・木 10時～ 15時

＜トークとうたう会＞
●毎月 第２土曜日

14時～ 15 時 30 分

●場所：一之江内科４ F

一之江センター

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

西
葛
西

大
賀

晨
雄

私
は
昭
和
16
年
5
月
14
日
旧
満
州
国
大

連
市
の
満
鉄
病
院
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭

和
23
年
2
月
１
日
ま
で
い
て
、
引
き
揚
げ

貨
物
船
で
帰
国
し
た
時
は
6
才
8
カ
月
で

し
た
。

父
は
、
大
連
市
の
建
設
計
画
事
務
所
の

設
計
担
当
の
国
家
公
務
員
で
し
た
。
終
戦
、

ソ
連
軍
の
侵
攻
、
激
務
の
中
、
衰
弱
し
て

病
死
し
ま
し
た
。

4
人
の
子
を
抱
え
た
母
は
、
終
戦
後
の

食
糧
不
足
や
治
安
の
悪
化
の
中
で
必
死
で

引
き
揚
げ
の
日
を
待
ち
ま
し
た
。
引
き
揚

げ
当
局
の
局
長
が
母
に
何
度
も
『
４
人
の

子
ど
も
の
内
２
人
は
中
国
人
に
預
け
な
さ

い
』
と
忠
告
し
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
は

そ
の
時
、
兄
８
才
、
私
６
才
、
弟
４
才
、

妹
は
生
ま
れ
て
10
カ
月
で
し
た
。

帰
国
し
て
、
静
岡
に
あ
る
母
の
実
家
に

つ
い
た
時
、
私
た
ち
子
ど
も
4
人
は
極
度

の
栄
養
失
調
状
態
で
衰
弱
死
寸
前
だ
っ
た

と
、
祖
父
が
当
時
を
振
り
返
っ
て
言
っ
て

い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
大
連
港
の
引
き
揚
げ
貨
物

船
に
乗
る
時
、
局
長
の
忠
告
通
り
、
4
人

兄
弟
の
2
人
が
『
子
供
を
欲
し
が
っ
て
い

る
中
国
人
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た
ら
』
、

〝
遥
か
な
る
絆
〟
の
映
画
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
中
に

こ
の
様
な
体
験
を
し
た
人
が
た
く
さ
ん
い

た
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

江
戸
川

土
田

真
理

8
年
前
に
後
藤
絹
さ
ん
が
１
０
０
才
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
は
、
旧
満

州
で
3
人
の
子
供
を
亡
く
し
、
戦
後
も
ハ

ル
ピ
ン
に
と
ど
ま
り
看
護
師
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
。
看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
た
め
帰
還
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
ご
主
人
は
戻
り
、
そ
の
8

年
後
に
日
本
に
戻
っ
て
き
た
絹
さ
ん
は
、

ご
主
人
と
再
会
し
2
人
の
男
の
子
に
恵
ま

れ
、
天
城
の
山
奥
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
方
が
85
才
の
時
出
会
い
、
旧

満
州
の
こ
と

戦
争
の
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
今
日
の
映
画
で
再
び
思
い
出
し
涙
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
遥
か
な
る
絆
」
を
観
て

編集後記

新
聞
紙
で
作
っ
た
バ
ド
ン
回
し
ゲ
ー

ム
で
脳
が
活
性
化
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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美帆

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

５
月

20
日
、
「
江
戸
川
大
気
汚

染
を
な
く
す
会
」
と
「
江
戸
川
健

康
友
の
会
」
共
催
で
「
大
気
汚

染
・
地
球
温
暖
化
か
ら
い
の
ち
と

環
境
を
守
る
集
い
」
が
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。

全
国
大
気
汚
染
公
害
責
任
裁
定

弁
護
団
事
務
局
長
の
原
希
世
巳
さ

ん
よ
り
「
大
気
汚
染
公
害
を
め
ぐ

る
二
つ
の
た
た
か
い
」
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

公
害
患
者
救
済
制
度
の
必
要
性

Ｓ
Ｐ
Ｍ
（
浮
遊
粒
子
状
物
質
）

の
削
減
対
策
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
規
制

な
ど
の
進
展
で
２
０
１
０
年
代
大

気
汚
染
状
況
は
改
善
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
規
ぜ
ん
息
患
者
認
定
が
打

ち
切
ら
れ
、
医
療
費
の
自
己
負
担

が
増
え
ま
し
た
。
受
診
抑
制
で
大

発
作
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
、

喘
息
患
者
は
一
生
苦
し
み
が
つ
づ

き
ま
す
。

無
公
害
車
の
普
及
促
進

メ
ー
カ
ー
は
「
大
気
汚
染
は
改

善
さ
れ
て
い
る
、
無
公
害
車
の
普

及
に
努
力
し
て
い
る
」
な
ど
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
国
際
的
に
は

日
本
の
Ｅ
Ｖ
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
無
公
害

車
の
普
及
目
標
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
を
含
む
目
標
で
、
大
き
く
世
界

か
ら
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
社
会

的
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

大
気
汚
染
を
な
く
す
会
の
大
越

稔
秋
さ
ん
か
ら
は
江
戸
川
区
の
大

気
汚
染
と
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

区
内
で
も
子
供
の
ぜ
ん
息
患
者

増
え
る

江
戸
川
区
の
微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
濃
度
は
２
０
０
１

年
か
ら
徐
々
に
減
り
、
現
在
は
環

境
基
準
値
（
15μ

ｇ
/
ｍ

3
）
内

で
す
が
、
東
京
都
基
準
値
（
10μ

ｇ
/
ｍ

3
）
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
環
境
基
準
を

超
え
る
と
循
環
器
系
疾
患
、
呼
吸

器
系
疾
患
に
よ
る
入
院
、
受
診
者

が
増
加
し
ま
す
。
花
粉
症
の
増

加
、
肺
が
ん
や
全
疾
病
の
死
亡
率

も
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
増
加
、
免
疫
・
内
分

泌
系
疾
患
、
生
殖
、
発
達
障
害
、

コ
ロ
ナ
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
い
ま
も
小
中
学

生
で
は
、
ぜ
ん
息
が
増
え
て
い
ま

す
。地

球
温
暖
化
と
気
候
変
動
で

は
、
生
態
系
が
大
き
く
変
化
し
、

食
料
生
産
や
、
漁
獲
量
に
も
影
響

が
で
ま
す
。
感
染
症
や
熱
中
症
な

ど
健
康
に
も
影
響
が
で
て
い
ま

す
。
ま
た
居
住
地
、
イ
ン
フ
ラ
へ

の
不
安
も
あ
り
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
環
境
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
を
削
減
し
、
石
炭
、

石
油
な
ど
か
ら
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
求
め
て
く
こ
と
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
友
の
会
は
「
大
気
汚
染
を

な
く
す
会
」
と
共
に
区
内
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
常
時
測
定
の
実
施
や
Ｅ
Ｖ

車
の
普
及
、
沿
道
緑
化
・
自
転
車

走
行
環
境
の
整
備
を
求
め
、
区
に

要
請
行
動
を
し
て
い
ま
す
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
の
学
習

で
し
た
が
、
次
回
は
も
っ
と
テ
ー

マ
を
絞
っ
た
学
習
会
の
開
催
が
の

ぞ
ま
れ
ま
す
。

（
森
岡
）

大
気
汚
染
を
な
く
し

地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年6月10日 第129号

学習会はタワーホール船堀の集会室で
行われ、「友の会」の黒木事務局長が
司会を務め、猪瀬会長も参加しました。

世界では… ２０２２年ＥＶ販売台数


